
・令和２年６月の社会福祉法改正
により規定された制度

・複合的な課題を抱える市民の相
談を包括的に受け止め、継続的
な伴走支援を実施することで、
課題の解決を目指すもの
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重層的支援体制整備事業について

（厚生労働省「地域共生社会ポータルより」）
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資料３
重層的支援体制整備事業と教育機関との連携



市 民

地域に出向いたり、各種会議等に参加し、
支援が必要な方の情報を掘り起こすとともに、
把握した困難ケースについては、支援会議又は
重層的支援会議で支援方針を検討します。
支援につながった後も必要に応じて対象者の状況の把握に努めます。

本人や世帯の意向をアセスメントし、一人ひとりに合った
支援メニューのマッチングを行います。
既存の社会資源で対応しきれない場合は、資源の拡充等に
努めます。
マッチング後もモニタリングするなどして、一定期間はフォロー
アップを行います。

相談支援事業

相談
受付

相談
受付

相談
受付

相談
受付

高齢 こども 障害 生活困窮 総合相談

多機関協働事業
各課だけでは対応が難しい複雑化・複合
化したケースを事務局である福祉総務課
へ報告し、支援会議や重層的支援会議を
開催します。
支援会議や重層的支援会議において、役
割分担や支援の方向性を協議します。

・関係課
・ケアマネジャー
・相談支援員
・サービス事業所
・区長
・民生児童委員
・警察

各分野で実施している既
存事業を活かしながら、世
代や属性を超えて交流で
きる場や居場所の整備を
行います。

また、地域資源の開発や
ネットワークの構築、支援
ニーズと取組のマッチング
等により地域における多
様な主体による取組の
コーディネートを行います。

住民に身近な圏域を中心
に「人と人」「人と場所」と
をつなぎ合わせるとともに、
広域でもコーディネートを
行い、交流・参加・学びの
場が広がるよう働きかけて
いきます。

地域づくり事業

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

参加支援事業

困難
ケース
の相談

支援の統括
会議の事務局

※国は、農業と福祉の連携による新たな居
場所やこども食堂の設置等を参加支援事
業の一例としています。

加東市における重層的支援体制整備事業相談・支援体制イメージ

相談
受付

教育施策との連携について（参考資料参照）
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支援会議（社会福祉法第106条の6）
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〇加東市における支援会議の概要（令和6年度）
ケース内容 健康 高齢 障害 困窮 こども 社協 その他

第1回 介護・障害・疾病の課題を抱える世帯 〇 〇 〇 福祉事業所

第2回 生活困窮・家庭内暴力・精神的不調を抱える世帯 〇 〇 〇 DVセンター

第3回 ひきこもり・介護・疾病の課題を抱える世帯 〇 〇 〇 〇 外部専門機関
第4回 生活困窮・介護・ひきこもりの課題を抱える世帯 〇 〇 〇 〇 福祉事業所
第5回 障害・高齢・ひとり親・市営住宅の課題を抱える世

帯
〇 〇 〇 福祉事業所

都市政策課
第6回 障害・精神的不調・就学への課題を抱える世帯 〇 〇 〇 福祉事業所・

認定こども園
第7回 費用滞納・介護・生活困窮の課題を係る世帯 〇 〇 〇 福祉事業所
第8回 自殺・孤独・生活困窮の課題を抱える世帯 〇 〇 〇 〇
第9回 疾病・障害・ヤングケアラーの課題を抱える世帯 〇 〇 〇 福祉事業所

都市政策課
第10回 滞納・ひきこもり・疾病の課題を抱える世帯 〇 〇 〇 〇
第11回 不登校・生活困窮・精神的不調を抱える世帯 〇 〇 〇 福祉事業所
第12回 精神的不調・介護・疾病の課題を抱える世帯 〇 〇 〇 〇
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加東市における支援会議ケース例
世帯状況
高齢者、母子家庭、
障害児、義務教育
課程の児童

●家計を担う母親の手術が必要な病気の発覚
●障害を抱える未就学児の養育者の不在
●高齢の親族が車を運転できないため、入院中にヤングケアラーとなり得る児童

◎支援会議を開催 （令和６年度に実施）

《参集者》
社会福祉課（困窮、障害）、高齢介護課（地域包括支援センター）、
学校教育課（小中学校）、こども教育課（こども園）、都市政策課（市営住宅）
計画相談事業所、福祉総務課（児童福祉係、ひとり親担当、重層担当）

《会議内容》
●母の病気や治療方針の情報共有
●収入や預貯金、年金等、世帯の家計情報や利用できる制度の共有
●母が治療を行う間の未就学児の受け入れ先の検討
●入院中の義務教育課程児童のフォロー体制
●高齢の親族の身体状況や家事能力
●今後の住宅の住み替えについて
●外国籍で日本語が不自由な母、親族のフォロー

役割分担を行い、本人への支援を開始していく

《社会福祉課・計画相談事業所》
入所施設に働きかけ、お試し利用を経て短期入所利用

《こども教育課》
こども園への情報共有

《学校教育課》
義務教育課程児童の通う学校への情報共有、児童の見守り

《福祉総務課》
ヤングケアラーの配食調整、母、医療機関との連携、福祉制度の説明

外国籍であったため、医療機関の受診に職員が同行し、医療や福祉、世帯の情報を医療機関とも共有し、安心
して治療ができる体制を整える

退院後も自宅訪問を行い、世帯を見守る
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これからも、庁内・関係機関と連携を図りながら取り組んでいきます

-5-


